
土木工事共通仕様書（２０２６年７月）　改定箇所一覧（概要）

改定項目 年月（最新）

第１章 総則 第1節、第2節、第3節 2026年7月

第２章 工事材料 第3節、第4節、第5節、第7節、第13節 2026年7月

第３章 一般施工 第4節、第9節 2026年7月

第４章 出来形管理 第2節 2026年7月

第５章 様式集 2025年7月

付録 工事書類一覧表 契約・工事関係書類・手続一覧 2026年7月

付録図 作業標準及びプロセスチェック 2023年7月

付録表 品質・出来形管理項目表 コンクリート、小粒径ポーラス 2026年7月

第１章 基礎工事 第3節 2026年7月

第２章 下部工事 2019年7月

第３章 鋼桁及び鋼製橋脚工事 第1節、第3節、第5節、第6節 2026年7月

第４章 床版工事 第6節 2026年7月

第５章 ＲＣ・ＰＣ桁工事 第3節 2026年7月

第６章 塗装工事 2020年7月

第７章 道路工事 2023年7月

第８章 トンネル工事 2025年7月

第９章 開削トンネル工事 2019年7月

第10章 シールドトンネル工事 2019年7月

第11章 舗装工事 2025年7月

第12章 道路付属物工事 2023年7月

第13章 様式集 2025年7月

第１章 鋼構造物補修工事 第4節 2026年7月

第２章 コンクリート構造物補修工事 2023年7月

第３章 舗装補修工事 2025年7月

第４章 塗装塗替工事 2020年7月

第５章 伸縮継手補修工事 2025年7月

第６章 環境対策工事 2019年7月

第７章 耐震補強工事 第1節～第８節 2026年7月

第３編
補修
工事

編 章

第１編 共通

第２編
建設
工事



土木工事共通仕様書（２０２６年７月）　改定箇所一覧（概要）

改定項目 年月（最新）編 章

1 出来高算出要領 2023年7月

2 工事現場における保安施設の設置基準 第9節 2026年7月

3 コンクリート単位水量管理基準 2020年12月

4 コンクリートのアルカリ骨材反応抑制対策実施要領 2019年7月

5 無収縮モルタル施工指針 2019年7月

6 異形鉄筋スタッド方式頂版接合工施工要領 2019年7月

7 塗料規格（HDK規格） 第7節 2026年7月

8 高架構造の出来形管理要領 2019年7月

9 土工施工管理要領 2022年7月

10 施工計画書作成要領 2024年4月

11 データテーブル記入要領 第5節 2026年7月

12 工事写真撮影要領 2025年7月

13 エポキシ樹脂品質管理基準 2023年7月

14 あと施工アンカー施工要領 2025年7月

15 契約後ＶＥ方式の実施要領 2020年7月

16 電子納品に関する手引き（土木設計業務・土木工事編） 2025年7月

17 土木工事請負契約における設計変更ガイドライン 2025年7月

18 工事一時中止ガイドライン 2020年12月

19 週休２日制ガイドライン 第２章、第3章 2026年7月

20 コンクリート構造物の非破壊試験要領 2020年7月

21 設計・施工連絡会議（三者会議）実施要領 2025年7月

22 ワンデーレスポンス実施要領 2019年7月

23 工事版ウィークリースタンス実施要領 2024年4月

24 Live立会・Web会議実施要領 第1節、第5節、別紙 2026年7月

25 建設キャリアアップシステム（CCUS）活用促進ガイドライン 2025年7月

26 CIM活用促進ガイドライン 2022年7月

27 工事関係書類等のスリム化ガイドライン 第1節～第17節 2026年7月

関係基準



土木工事共通仕様書（２０２６年７月）　改定概要

No. 編 章 節 項目 改定概要 備考

1 第1編 第1章 第1節 全体 誤字等修正

2 第1編 第1章 第1節 全体 令和7年度道路橋示方書改定に伴う参照先の変更

3 第1編 第1章 第1節 1.1.8　適用すべき基準 適用すべき基準に阪神高速道路におけるCIM実施要領の追加

4 第1編 第1章 第2節
1.2.21　建設副産物の適正処理及び再生
資源の活用 (7)

建設副産物情報交換システム、建設発生土情報交換システム
について、2システムを包括したコブリス・プラスへと変更している
ことから名称を変更

5 第1編 第1章 第2節 1.2.6　品質確認(2)

品質確認責任者及び品質確認主任について、工事の品質・出
来形を直接担当している方以外の第三者目線で品質管理に加
え、品質確認していただくことである。
現行の記載内容に対して、補足内容を追加

6 第1編 第1章 第3節 1.3.1　一般(5)
これまで特記仕様書に記載してきた快適トイレに関する項目を追
加

6 第1編 第2章 第3節
2.3.4　設計図書に定めのある工事材料以
外の使用の特例

紙のミルシートだけでなく、電子ミルシートも提出書類として可能
とする変更

7 第1編 第2章 第3節
2.3.4　落橋防止構造等
上部耐震（水平力分担構造、変位制限装
置）

耐震補強デバイスの名称を道路橋示方書と同一名称へ統一等



土木工事共通仕様書（２０２６年７月）　改定概要

No. 編 章 節 項目 改定概要 備考

8 第1編 第2章 第5節
2.5.4　 レディーミクストコンクリート
コンクリートスランプの変更

「流動性を高めた現場打ちコンクリートの活用に関するガイドライ
ン」に基づき、鉄筋コンクリート構造物における施工性の確保およ
び生産性向上を目的として、現在は筒先地点での普通ｺﾝｸﾘｰﾄ
の標準スランプ規格値を8cmとしている
JISの規格値とあわせ、コンクリートスランプ管理位置を荷卸し地
点に変更し、普通ｺﾝｸﾘｰﾄの標準スランプ規格値を8cmから
12cm（RCコンクリート）等に変更する

9 第1編 第3章 第9節
3.9.12　運搬と受入検査
3.9.14  打設・締固め

コンクリートの練混ぜから打ち終わるまでの時間及びコンクリートの
運搬時間（練り混ぜ開始から荷卸し地点に到着するまでの時
間）の管理基準となる気温について、コンクリート標準示方書の
変更に伴い、日平均時間に変更

10 第1編 第6章 付録図

管理項目表
表－2.7.10(2)　ポリマー改質アスファルト
表－11.3.6(7)　小粒径ポーラスアスファ
ルト舗装混合物

品質規格及び品質管理について従来特記仕様書で記載してい
たが、今般試験施工を経て規格値が確定したため、設計基準の
改定に合わせて、土木工事共通仕様書へ追記
（首都高速道路(株)の設計施工要領に準じて、品質規格を制
定）

11 第1編 第6章 付録図 書類一覧 フローに記載の「現場説明書」を「契約書」に修正

12 第1編 第6章 付録図 書類一覧
年度出来高資料について、契約書の変更にあわせ「予定出来
高承諾願」「予定出来高承諾書」に変更

13 第1編 第6章 付録図
書類一覧 休日作業届について、共通仕様書では提示を規定しているが、

フローに記載されている場合、提出との誤認が発生したため削除



土木工事共通仕様書（２０２６年７月）　改定概要

No. 編 章 節 項目 改定概要 備考

14 第1編 第6章 付録図 書類一覧
マニフェストの扱いについて提示であるため、Hi-TeLusに発議は
不要
Hi-TeLusから項目削除し、手続き一覧表からも記載削除する

15 関係基準 - スリム化ガイドライン 国土交通省のスリム化ガイドに整合するよう変更

16 関係基準 - 週休2日ガイドラインの修正 国土交通省の改定に伴い、週休2日補正率を削除

17 関係基準 -
無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料品質規
格の変更

日塗工からの要望により、ガスクロマトグラフ装置の更新、検出を
確認する熟練技術者の不足等により従来手法での溶剤検出が
不可能となったため、品質規格を変更する

(変更後）混合塗料中の加熱残分

試験条件70±2℃、加熱時間1時間で90％以上。

18 関係基準 - LIVE立会・Web会議実施要領
LIVE立会使用機器について、受注者から要望があった場合Hi-
TeLus端末を貸与するとしていたが、Hi-TeLus端末廃止に伴い
貸与に関する内容を削除



 
 

工種（頁） 第１編 第１章 総則 改訂年月日 2026 年 7 月 1 日 公表・社内限 

現行（元） 改訂（新） 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 共通 
 

第１章 総則 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 共通 
 

第１章 総則 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2026 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

























 
 

工種（頁） 第１編 第２章 工事材料 改訂年月日 2026 年 7 月 1 日 公表・社内限 

現行（元） 改訂（新） 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 共通 
 

第２章 工 事 材 料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 共通 
 

第２章 工 事 材 料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2026 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



























 
 

工種（頁） 第１編 第３章 一般施工 改訂年月日 2026 年 7 月 1 日 公表・社内限 

現行（元） 改訂（新） 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 共通 
 

第 3 章 一般施工 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 共通 
 

第 3 章 一般施工 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2026 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

























































 
 

工種（頁） 第１編 第６章 ３．付録（管理項目表） 改訂年月日 2026 年 ７月 1 日 公表・社内限 

現行（元） 改訂（新） 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
誤字修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－3.9.7(b)　最小スランプの目安

(ⅰ) スラブ部材

0.5m未満
0.5m以上
1.5m以下

コンクリートの
投入箇所間隔

任意の箇所から
投入可能

任意の箇所から
投入可能

2～3m 3～4m

打込みの最小スランプ
(cm)

5 7 10 12

※鋼材量100～150kg/㎥、鋼材の最小あき100～150mmm程度を想定した打込みの最小スランプ。

※鋼材の最小あきが100mm未満の場合は、打込みの最小スランプを2～3cm程度大きくするのがよい。

※コンクリートの落下高さは、1.5m以下を原則とする。

(ⅱ) 柱部材

3m未満
3m以上

5m未満
5m以上

50mm以上 5 7 12

50mm未満 7 9 15

7 9 15

50mm未満 9 12 15

※単位容積あたりの鋼材量

かぶり近傍の
有効換算鋼材量※

700kg/㎥　未満

700kg/㎥　以上

締固め作業高さ

3m以下

締固め作業高さ

かぶり
又は鋼材の最小あき

表－3.9.7(b)　最小スランプの目安

(ⅰ) スラブ部材

0.5m未満
0.5m以上
1.5m以下

コンクリートの
投入箇所間隔

任意の箇所から
投入可能

任意の箇所から
投入可能

2～3m 3～4m

打込みの最小スランプ
(cm)

5 7 10 12

※鋼材量100～150kg/㎥、鋼材の最小あき100～150mmm程度を想定した打込みの最小スランプ。

※鋼材の最小あきが100mm未満の場合は、打込みの最小スランプを2～3cm程度大きくするのがよい。

※コンクリートの落下高さは、1.5m以下を標準とする。

(ⅱ) 柱部材

3m未満
3m以上
5m未満

5m以上

50mm以上 5 7 12

50mm未満 7 9 15

7 9 15

50mm未満 9 12 15

※単位容積あたりの鋼材量

かぶり近傍の
有効換算鋼材量※

700kg/㎥　未満

700kg/㎥　以上

締固め作業高さ

3m以下

締固め作業高さ

かぶり
又は鋼材の最小あき















































































 
 

工種（頁） 第２編 第５章  改訂年月日 ２０２６年 ７月 １日 公表・社内限 

現行（元） 改訂（新） 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２編 建設工事 
 

第５章 ＲＣ・ＰＣ桁工事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２編 建設工事 
 

第５章 ＲＣ・ＰＣ桁工事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2026 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 













































 
 

工種（頁）  改訂年月日 2026 年 7 月 1 日 公表・社内限 

現行（元） 改訂（新） 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土木工事共通仕様書 
関係基準 

 
工事現場における 

保安施設の設置基準 

 
 

 
 
 
 

2025 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土木工事共通仕様書 
関係基準 

 
工事現場における 

保安施設の設置基準 

 
 

 
 
 
 

2026 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



















 
 

工種（頁）  改訂年月日 ２０２６年 ７月 １日 公表・社内限 

現行（元） 改訂（新） 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土木工事共通仕様書 
関係基準 

 
週休２日制ガイドライン 

 
 
 
 
 
 
 
 

2025 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土木工事共通仕様書 
関係基準 

 
週休２日制ガイドライン 

 
 
 
 
 
 
 
 

2026 年 7 月 
 

阪神高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 






























































































































